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研究成果の概要：本研究では幼児期の三者関係の成立と維持にかかわるコミュニケーションス

キルについて検討するため、幼稚園児 3 人組の協同課題の実験場面を設定し、発話と動作につ

いて分析を行った。さらに、女子大学生 3 人組の協同課題場面の分析を行い、高度な三者間コ

ミュニケーションについて検討した。その結果、幼児の三者間コミュニケーションには大人の

場合と同様に発話量、発話時の視線、笑いが、さらに幼児独自のものとして模倣が重要な役割

を果たしていることが明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 近年、子どもの人間関係力の低下が問題
となってきている。子どものつきあいが「２
人１組」を中心にした少数化と均質化が進み、
一部では幼児期にすでに1対1関係が主流に
なり、集団的な関係調整が苦手だということ
が指摘されている（朝日新聞(大阪)、2004. 
7.15、7.24）。 
(2) 二者間のコミュニケーションに関して
は、礪波ら(2002,2003)が子ども２人組の共
同意思決定場面や協同課題場面における発
話や行動を詳細に分析し、幼児期においてす

でに高度で複雑な意図調整が行われている
ことを明らかにしている。三者間ではさらに
微妙な意図調整が必要だと考えられる。 
(3) 幼児期に三者以上の関係を築くことは、
仲間関係の基盤として重要な意味を持つと
考えられる。しかし、幼児同士の三者間コミ
ュニケーションを検討した研究はまだ非常
に少ない。二者関係と三者関係の違いは、量
的な違いのみでなく、関係の質的違いが生じ
るとされており、社会－個人モデルであるソ
シオン理論（藤澤、1997）の中でも、三者関
係は二者関係とは比較にならないほど複雑



な様相を呈し、集団特有のダイナミズムを作
り出すことが示されている。 
(4) 本研究では、幼児が二者間のコミュニ
ケーションを超えて三者間のコミュニケー
ションを築いていくためにはどのような力
が必要かを検討することを目的とする。具体
的な方法としては、幼児３人組での協同課題
遂行場面を実験的に設定し、子どもの発話や
行動について微視的な分析を行う。 

 
２．研究の目的 
(1) 本研究の１つめの目的は、バランスを
保つことが難しい三者関係の中で、子ども達
がどのような発話や行動によってコミュニ
ケーションを成立させ維持しているかを明
らかにすることにある。さらに、三者関係で
用いられるコミュニケーションスキルの発
達過程について検討することを目的とする。 
(2) 具体的な目的として幼児の三者間コミ
ュニケーションと大人の三者間コミュニケー
ションを比較することにより、以下の項目に
ついて明らかにする。 
①三者関係において協同課題場面で使用され
るコミュニケーションスキルとその発達的変
化 
②円滑な三者関係を築くために必要なコミュ
ニケーションスキル 
③子どもの日常場面での仲間関係と、実験場
面で用いたコミュニケーションスキルとの関
連性 
④二者関係におけるコミュニケーションと三
者関係におけるコミュニケーションとの質的
相違 
 
３．研究の方法 
(1) 幼児期の三者関係の成立と維持にかか
わるコミュニケーションスキルの検討 
①幼稚園児 3人組のコミュニケーションにつ
いて詳細に検討するための実験を行った。 
対象児は、幼稚園 3歳クラス児 15 名（男児 9
名、女児 6名；平均年齢 4歳 7ヶ月）で、実
験材料として小麦粉粘土、ミニカー、人形、
小型のおもちゃを用いた。幼稚園の一室を実
験室として使用した。子ども達は同性３人組
で実験室に入室し、実験に参加した。まず、
実験者は子ども達に課題が粘土遊びである
ことを告げ、好きな席に座るように求めた。
その後、実験者は子ども達に３人で一緒に粘
土を使って、何か１つ好きなものを作るよう
にと教示した。粘土遊びが終わりの時間（10
分経過時）になったら実験者が迎えにくるが、
それまでに作品ができあがり帰りたくなっ
たら呼び鈴を鳴らして知らせるようにと告
げた。課題の見本として、実験者が粘土で雪
だるまを作って提示し、机の上においてある
小さなおもちゃは自由に使ってよいことを
告げ、実験を開始した。子ども達が呼び鈴を

鳴らした時点、もしくは粘土づくりを開始し
て 10 分経過した時、実験者は子ども達のと
ころに行き、粘土作りの終了を告げた。デジ
タルビデオカメラと MD レコーダーを設置し
て、子ども達の発話および行動を記録した。 
本研究では、子ども達が３人で粘土遊びをし
ている場面の 10 分間の発話及び動作のデー
タを分析対象とした。その間の子ども達の発
話をＭＤから逐語的に書き起こし、ビデオテ
ープにより子ども達の動作を書き加えたト
ランスクリプトを作成した。 
②実験終了後、実験に参加した子ども達の日
常の保育場面における関わりについて担任
教師にインタビューを行った。実験に参加し
た二児間及び三児間で、日頃どの程度関わり
あっているかということについて３段階で
評定を求めた。 
(2) 大人の三者関係で使用されるコミュニ
ケーションスキルの検討 
①円滑な三者間のコミュニケーションの特
徴を明らかにするため、女子大学生 3 人組で
の協同課題遂行の実験場面を設定し、三者間
の相互作用を検討した。参加者は女子大学生
15 名（平均年令 21 歳）で、協同課題の実験
材料としておもちゃのブロック（ハウスセッ
ト）を使用した。実験は大学の一室で行った。
女子大学生は 3 人 1 組で実験に参加した。実
験者は実験参加者に、子どもとの比較データ
収集のため、ブロックを使用して 3 人で一緒
に 15 分間で１つの作品(家)を作るようにと
教示した。15 分間の参加者の発話と行動は、
参加者の許可を得て、実験室内に設置したデ
ジタルビデオカメラとＩＣレコーダーを用
いて記録した。 
本研究では、女子大学生３人でブロック遊び
をしている場面の 15 分間の発話及び行動の
データを分析対象とした。 
②実験終了後、実験参加者の二者間及び三者
間で、日頃どの程度かかわりあっているかに
ついて実験参加者各自に 3段階で評定を求め
た。 
 
４．研究成果 
(1) 幼児3人組の協同課題場面でのコミュニ
ケーション 本研究は子ども達が円滑な仲間
関係を築くために必要なコミュニケーション
スキルについて検討するため、幼児３人組の
相互作用を詳細に分析し、二者間コミュニケ
ーションと異なる三者間コミュニケーション
独自の特徴を明らかにすることを目的として
いた。そのため、本研究では、幼児３人１組
で一緒に協同課題を行う場面を設定し、バラ
ンスのとれた三者間コミュニケーションの特
徴について検討する。 
本研究では、４歳児が仲間同士の３人組の

遊び場面でどのようなコミュニケーション
を行っているかについて分析を行った。４歳



児 15 名（平均年齢 4 歳７ヵ月）が同性３人
１組で 10 分間粘土遊びをするという実験場
面を設定した。本研究では、粘土遊び場面で
生じた子ども達の発話と行動を対象に、発話
数、視線行動、笑い、模倣の頻度について分
析を行った。 
これらは、大学生同士の三者間会話場面を

検討した研究(大坊・磯・木村、 2005)で用い
られていた視線行動、うなずき、笑顔、発話
量という行動指標を参考に、幼児同士のコミ
ュニケーションにおいて重要だと考えられ
るものとして選定した指標である。 

発話数は、グループ内での言語的コミュニ
ケーションの活性化の程度を示すものと考
えられる。 

話者による視線行動は、話者がその発話を
誰に向けたものであったかという発話の宛
先を示すものである。その回数は、グループ
内での発話のうち、明確に他者に向けられた
発話の数を示すものだといえる。 
笑いは、基本的には「快」や「喜び」の感

情に対応する表情であり、その場面での楽し
さを示すものだと考えられる。本研究では、
明確に笑いと判断できるものとして音声を
ともなった笑いのみを対象とする。 
 また、無藤(1997)は、子ども同士の協同性
はお互いの動きを模倣したり対応した動き
をしたりすることから成り立つことを指摘
している。そこで、本研究では粘土遊び場面
での模倣についても子ども同士の関わりあ
いを示す指標として検討した。 

以上の４つの指標に基づき、まず各グルー
プのコミュニケーションの特徴について検
討し、さらに本研究で見られた三者間コミュ
ニケーションのタイプと、日常の保育場面で
の子ども同士の関わりの程度の関連につい
て検討した。 
その結果、以下に示すように３人組のコミ

ュニケーションの特徴が各グループで非常
に異なっていることが明らかになった。 
① 発話と視線の分析の結果、三者間コミュ
ニケーションにおける子ども同士の関係は、
比較的三者間での関わりがみられないグル
ープと、特定の二者間での関わりが優位なグ
ループと、あまり相互の関わりがないグルー
プとがみられた。 
② 笑いの頻度については、粘土遊び場面で
は１グループ以外では比較的よく笑いが生
じており、特に２グループでは共有された笑
いが多く生じていた。粘土遊びとは無関係に
笑いを引き起こすようなタブーに関する発
話は、相手が笑うだろうという行為をしてみ
て、相手との親和関係を樹立または確認しよ
うという積極的な働きかけだといえる。笑い
の発生は、粘土遊び場面において、単に粘土
を作る活動自体を楽しもうというだけでな
く、他児と積極的に関わりあうことを楽しん

でいたことを示していると考えられる。 
③ 模倣について、粘土遊びのなかで子ども
達はお互いの発話や行動をまねしあう様子
がみられた。各グループで発話と動作を含め
てどの程度模倣が行われていたかを検討し
た。動作については、その場面である子ども
が初めて行った独特の動作を見て他児が同
じ動作をしたとき、もしくは最初の子どもの
一連の流れの動作と全く同じ流れで同じ動
作を行ったときのみ模倣としてカウントし
た。発話に関しては、完全に同じ言葉をまね
した場合のみでなく、言葉の一部をまねした
場合も模倣としてカウントした。その結果、
２グループで 10回以上の模倣が生じており、
3 グループでは模倣は 2 回以下であった。模
倣が多かったグループでは子ども達がお互
いに相手の言動に非常に注意を払っており、
他児の独特の口調やリズムやタイミングを
まねて、相手と顔を見合わせることも多く、
発話や動作を共有しあい、お互いのつながり
を楽しむことを目的としていたと考えられ
る。 
④ 子どもの日常場面での仲間関係により、
実験場面でのコミュニケーションがどのよ
うに異なるかについて検討した。その結果、 
日常の生活場面で、3 人組で遊ぶことの多い
２つのグループでは、実験場面でも発話時に
相互に視線を向け合うことが多く、笑いもよ
く生じ、他者の発話や動作を模倣することも
多く、３人それぞれがお互いに関わり合って
おり、実験場面においても三者間で比較的対
等で活性化したコミュニケーションが行わ
れていたといえる。 
一方で、日常生活では３人一緒に遊ぶこと

があまり多くないグループでは、個人の発話
量に差がみられ、他児に視線を向けたり、他
児の模倣をしたりすることが比較的少なく、
３人の間で均等なやりとりは行われていな
かった。また、日常場面では 2 人で関わるこ
との多い子ども達も、実験場面での 3 人組の
中では必ずしもコミュニケーションが活発
ではなかった。つまり、二者間では比較的良
好な関係が築けている場合でも三者間のコ
ミュニケーションは難しいと考えられる。 
⑤ 子ども同士の三者間コミュニケーショ
ンをうまく成立させ維持するために必要な
スキルについて検討した。その結果、年少児
では、双方への視線や顔の向き、発話の宛先
の不定性、独語に対する応答性などが三者間
のコミュニケーションの成立と維持に影響
する可能性が示された。また、三者間で共有
するものとして笑いや模倣が重要な役割を
果たしていることが認められた。二者間コミ
ュニケーションでは発話や行為の対象が明
確だが、三者間ではコミュニケーションの送
り手と受け手が不確定であるためコミュニ
ケーションの成立には発話や行為の宛先の



特定が重要だと考えられる。ただし、大人の
相互作用と異なり、年少児は人数にかかわら
ず宛先のない発話（独語）を行うことが少な
くない。その点を考慮すると、幼児期には独
語に対して応答可能な者が多い方（人数が多
い方）が、コミュニケーションが成立しやす
い可能性も考えられる。 

(2) 幼児の三者間コミュニケーションと
比較するため、仲の良い女子大学生3人組で
協同課題をするという実験場面を設定し、大
人の三者間コミュニケーションで使用され
るスキルについて検討することを目的とし
た。本実験では、女子大学生15名（平均年齢
21歳）が実験に参加した。３人１組で15分間
ブロックを用いておもちゃの家作りをする
という実験場面を設定し、実験参加者の発話
と行動を対象に分析を行った。 

本研究の実験場面では、協同課題遂行の意
識が強いため、宛先のない発話を行っても他
の二者のどちらかが応答することが多く、日
常場面での三者関係と比較して安定した対
話の構造がみられた。 
幼児のコミュニケーションと比較すると、

大人３人組では共通認識を得るための発話
が多いこと、協同課題に関する他者への質問
時にはグループ内の発話量によって視線を
他者に向けるか対象物に向けるかが異なる
こと、宛先を特定しない発話が多いこととい
った特徴がみられた。また、幼児と同様に笑
いの共有が円滑なコミュニケーションの維
持に効果的であったが、幼児によく見られた
模倣はあまり見られなかった。三者間の日頃
の関わり合いの程度は、実験場面での三者間
コミュニケーションに顕著な影響は与えて
いなかった。本研究の結果、三者間のコミュ
ニケーションを成立させ維持させるために
必要なスキルとして、発話の宛先の不特定性
、笑いを引き出す行為や発話、遂行中の課題
についての他者への問いかけ、他者の動作に
対する言及、発話者に対する二者の即時的な
応答性などが重要であることが示唆された。 
(3) 本研究で収集した三者間コミュニケー
ションの特徴について、過去に収集した二者
間コミュニケーションのデータと比較し検
討した。三者間では二者間と異なり、宛先不
明の発話や動作に他児が応答しない可能性
もあるが、同時に二児が応答可能であり、コ
ミュニケーションが成立・維持しやすいとも
考えられる。しかし、特定の二者間のコミュ
ニケーションのみが優位になると三者間の
コミュケーションとしては成立しない。日常
場面での三者関係の困難さは対人関係のパ
ワー・バランスに起因することが指摘されて
いる。本研究の実験場面では、三者間の対人
関係の質については検討しなかったが、各自
の発話量、視線等の三者間でのバランスが重
要であることが示唆された。 

協同課題という枠組みのある実験場面では、
幼児の三者間コミュニケーションにおいて、
協同性を示す笑いや模倣がよく見られた。ま
た、三者が模倣しあうことにより即興的に遊
びが生成されていく事例がみられた。幼児同
士の二者間のコミュニケーションでは個人
の意思が場の中で揺らぎながら生成される
ことが示されている（礪波ら、2002）。 
三者間のコミュニケーションでは二者間以
上に不特定性が増すため、コミュニケーショ
ンを成立・維持させることが難しいが、一方
で三者間での協同性が確保されている場合
には、二者間の場合以上に、創造的に発展し
ていく可能性がある。このように二者間の会
話（ダイアローグ）を越えた、三者間独自の
会話の特性（トライアローグ）があると考え
られる。 
 今後、さらに年齢毎に実験参加者数を増や
して、三者間の会話の特性について検討して
いく必要がある。 
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